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3.宮古諸方言の概観

3.1.舌先母音について

宮古渚方言は､宮古島とその周辺離島 (大神島､池間島､伊良部島､来間島)では

なされている方言で､宮古八重山方言群のなかにあってふるい姿をおおくのこしてい

て､保守的な傾向をもっている｡

宮古渚方言はいずれの下位方言においても/o/-/u/./e/-/i/という

準ひろ母雷の rせま母音化Jと､/i/-/1/という前舌せま母音の舌先母音化が

おきているし､語頭の昔時におけるつよい呼気によって第2音節目の液音や半母音が

輝番許化するという現象もおきている.つよい呼気による音韻変化は､宮古諸方言の

いずれの下位の方言においても敏寮できるのである.そしてその後､方言によっては

呼気がよわまり､それにともなう変化がおきているO呼気のつよさとそれにともなう

変化のしかた､あるいは呼気のよわまりと､それにともなう変化のしかたのそれぞれ

に､万古ごとの蓋輿があり ､ 一 様 ではないOまた､その変化のしかたは､フォネーム

の 棚 矧 こよ ってもちかうし､おなじフォネームでも他のフォネームとの結合の仕方や

印 託 内 で の 位 田によっても微妙にちがうだろう｡

府古せま 母 静/i/はjB瓜がせまく､晋轡管としての効率がわるく､十分な聞こえ

を保鮎するためにはよりつよめの呼気流をもって発音しなければならないOこのせま

い声道につよい呼気がなかれて､前舌せま母音/i/が D.ジョーンズの基本母音の

外側にでるほどにおしやられて､舌先母音/1/となるのである｡

平鹿万富をはじめとするおおくの宮古島諸方言の舌先母音/1/には､語頭にたっ

か､語尾にくるかという単語内での位置のちかい､結合するフォネームのちがいに

よっていくつかのアロフォンがある｡

①細声の破裂音と結合するとき 〔kSl〕〔pSl)のように子音の出わたり-母音の

入りわたりに 〔S〕のような摩擦音がきかれる｡

〔kSlmu〕肝､ (PSISara〕平良 (地名)

②有声の破裂音と結合するとき 〔gZl〕 〔bZl〕のように子音の出わたり-母音の

入りわたりに 〔Z〕のような摩擦音がきかれる｡

(gzl:pa〕かんざし､ 〔bZl:〕坐る､ 〔fgZl〕釘
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③他の子音と結合せず単独で発音されるとき､とりわけ語頭にあらわれるときには

Czl〕のような摩擦音をともなうアロフォンであらわれる｡

Cal :〕飯､ Pl=Ja〕唾者

④語末では呼気がよわくなるのにともなってその摩擦もよわくなる｡

〔tul〕鳥､ 〔makal〕碗

ただし､規範的な丁寧な発音のときには､語末でも摩擦がきかれる｡このアロフォ

ンが動詞や形容詞の語尾にあらわれるとき､方言によっては摩擦がよわくなるだけで

なく､舌先母音そのものがなくなってしまうことがある｡

高かった 飲んでいる

平良市西里方言 takakatal numJu二 .1

城辺町保良方言 takakata= numJu:

舌先母音/1/は､無声破裂音の/p//k/と結合するときに輝糠がもっともつ

よくなり､有声破裂音の/b//g/と結合するときに､わずかに障瀬がよわくなる｡

とくに､無声子音にはさまれて､舌先母音/1/が触声音化したばあい､その呼貢は己

丑はよりおおくなるようである｡これは撫声音のばあい､声門が閲放され､有声音よ

りも呼気流血がおおくなるからであろう｡逆に､有声子音のばあい､かるく閉じられ

た声門が肺からの呼曳流によっておしひらかれるが､とおりぬける呼Fitt純に対してjiJ

門が 内 側にひっぼられて閉じるという開閉遊動によってji鞘拙く舶動して)!7がつくられ

る｡もし､肺からおくられる呼気流丑がおなじで､.その持統時間もおなじであれば､

有声子音は触声子音よりも芦辺内の呼光圧はわずかだがひくくなるだろう｡そのす)-)lr

子音と結合した舌免除者/1/は､触声子許と結合したそれよりも押掛もよわくなる

はずである｡

他のフォネームとの結合の条件 が お なじはあい､語功にきたとき､もっとも摩擦打

がつよくなり､語尾にきたと き摩 擦 音 がよわくなる｡上氾③はその畑地的なはあいだ

が､③ 〔㌔:〕 (敬) ､ ② の 〔bZl :〕 (坐る) は語必 こいくほど聯鎖がよわくなっ

ていくし､ 〔fg宕1〕 (釘 ) に は 〔fgり のように飾磨のよわいバリアントがしば

しばみられる｡
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(注)上記の①忍では子音からの出わたりに摩擦音がきこえるというよりも､舌先

母音/1/は､平良方言の摩擦音 〔S〕 〔Z〕とおなじ調音点でつくられる母

音であって､つよい呼矧 こよる ｢おしやり｣のために､摩擦音 〔Z〕や 〔S〕

とおなじ謝昔点､調音方法をもつにいたるのである｡ ロシアの言語学者で､大

正年間に宮古方言を調査したニコライ･ネフスキーは､この舌先母普/1/を

〔pstu〕人､ 〔zzu〕魚､のように表記したし､柴田武1972は他の子昔

と結合せず､単独であらわれるはあいの摩擦のつよいこの音声を成師的な子音

/Z/とみなして､ 〔Z'u〕魚､ 〔tuz〕鳥などのように表記した｡ネフ

スキーや柴田の表記は､この舌先母音が調音的には子音的な側面をもっている

ことをしめしている｡ネフスキー以来の宮古諸方言の音声に関する研究史につい

ては､かりまた1984｢宮古方言のフォネームはいかに記述されてきたか｣にくわ

しい｡

再兜杜汗/1/は､丹青/m//n/とは結合しにくく､一般的には 〔mi〕 〔n

i.〕となるか､脚 i消失して成節的な子音 〔rTl〕 〔p〕となる｡この成節的子音

〔rTl〕 〔rI〕は語頭､語中､語尾のいずれの位置にも自由にあらわれる｡

rj ;R 帆がたれさがり､呼知が顔むろ-ぬけ､晶むろでの共鳴をともって発音される

の が 掛 ITT･である｡呼気がふむろへぬけ､口むろの呼気圧はあまりたかくならない.そ

のため､全体的に呼立てのつよまった時期に､一時的には 〔mZl〕のようになったが､

先にのべたような理由で舌先母音/1/が/i/にもどったり､母音がよわまって成

節的な子音 〔rp)になったりしたのであろう｡

以下にしめしたように､形のうえからは ｢実｣に対応し､ ｢みそ汁の具｣を意味す

る単語は､鼻音/m/と舌先母音/1/が結合するまれな例だが､これはこの単語が

1音節語で､しかも､母音がなが母音であったためであろうとかんかえられる｡

'mi:- ●mZl:- ml: 下地町上地 ･嘉手苅､伊良部町佐和田など

- m iZl 平良市西里､城辺町保良､上野村宮国など

奥舌せま母音/u/も､前舌せま母音/i/と同様に､声道がせまく､音響管とし

ての効率がわるく､十分な聞こえを得るためには､よりつよい呼気が必要となる｡奥

舌せま母音/u/のばあいは､前舌せま母音/i/に比較して､母音そのものの音価

にはおおさな変化がおこっておらず､その前後の子音に影響をあたえて､前後の子音

を変化させたようである｡
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せまい声道をながれるつよい呼気は､奥舌せま母音/u/に先行する両唇の破裂音

/p//b/を唇歯の摩擦音/f//v/に変化させる｡ これはつよい呼気によって

唇での閉鎖がいったんはおしひらかれるのであるが､そのつよい呼気に対する反作用

としての ｢ふんばり｣が下唇と止の歯のあいだにおこるのである｡すなわち､つよい

呼気を十分にうけとめるために､下唇の内側と止の門歯とで閉鎖をっくって､ 〔f〕

〔Y〕となったのであろう｡

'pu-f 〔fni〕舟､ 〔fta:tsl〕二つ､ 〔to:f〕豆 腐

●bu-Y 〔kiy!〕煙 ･首里方言kibuJi､ 〔kay!〕被せる

〔pay〕蛇 ･首里方言habuに対応､ 〔kuy〕昆布

つよい呼気は､奥舌せま母音/u/に先行する輿舌軟口蓋の破裂音/k//g/杏

摩擦音/ど/ 〔f)､/V/ 〔Y〕に変化させた｡これもせまい声道をつよい呼責もが

ながれることによって奥舌と軟口蓋の閉鎖がおしひらかれ､同時に下唇の内側と上の

門歯とでふんばりがおこり､摩擦音 〔f〕 〔Y〕になったものであろう｡奥 舌軟口蓋

の破裂音/k//冒/が､両替破裂音/p//b/とおなじように､唇歯の輝 擦 昔に

変化したのは､両者は閉鎖の位置がことなってはいるが､円唇の奥舌せま母音 /u/

と結合した音節を形成することによって昔背管としての芦辺の形がちかくな り､ 結 果

として同様の変化がおきたとかんがえられる｡

'k u- f 〔fmu〕詔､ 〔ifsa〕磯

●gu-Y 〔do =Ⅴ〕氾具

この/ f//V/は後税する流晋/∫/に形轡を卑えて樹幽の輝損帝/ ∫//v/

に変化させる｡

H fu〕盟､ 〔ffakaq]暗い

(ayva〕油､ 〔aYvi〕免れ

単独で語頭にたつ 〔u〕が 〔Y〕に変化することがある｡

【Yニ〕売る､ 【Yvi〕売れ

- 36-



〔yva〕お前 (参考:与論方言 〔?ura〕)など｡

〔Y)は 〔f)にくらペて､摩擦がいくぷんよわく､不安定であるが､ 〔ayva〕

(油)､ 〔yva〕 (お前)のように後統する音節をひらく子音 〔Ⅴ〕と連続すると

き､この子音の摩擦はもっともつよくなる｡語末では呼気がよわまるので､摩擦がな

くなって奥舌せま母音/u/になってしまうことがあるし､語末でなくても成節的な

子音として単独で語中にあらわれるばあい (〔kiys〕煙､ 〔jatsIYSa〕蓬

(灸草に対応)など)も 〔u〕に変化しやすい｡蛇を意味する単語はつぎのようない

くつかのバリアントがあり､語末の 〔Y)の摩擦が弱まって 〔U〕になり､さらに円

債の奥古株酔昏 〔u〕を経て､さらに､直前の母音と融合する過程がわかる.

pay (平良市西里)-paLJ(城辺町砂川)-pau(平良市他聞)-po=

(多良関村塩川)

紘) 宮古諸方 富で は/W/-/b/の変化があるので､半母音/W/が原則的

にはみられないはずだが､実際には少数の単語に/W/があるという報告があ

る｡これらの噂語の/W/は､首里方言では/?W/であらわれる｡

/wa:/豚､

/wa二tslkl/天気､

/wa:gu/上

/wa:nat/嫉妬

私も宮古詩方言を蘭査しはじめた頃は､これらの単語を/W/で表記してい

た｡しかし､これらの単語の発音を注意ぶかく観察してみると､わずかだが下

あごをひき､上唇の裏がわに下の歯がかるくふれたまま調音する｡このようす

は正面から観察するよりも境から観察する方がよくわかる｡まだ､宮古諸方言

を全面的に調査したわけではないが､地域によって､あるいは個人によって/

v/-/W/の変化が進行していて､差があるようである｡この/v/-/W 2

の変化は､標準語の影軌 こよるものなのか､方言内の自律的な要因による変化

なのかは不明である｡
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3.2.成節的な子音

宮古詩方言には単独で音節をつくることのできる子音 (成師的な子音)がよく発達

している｡宮古諸方言において成師的な子音になることができるのは､摩擦音 〔f]

〔Y〕 〔s〕､鼻音 〔rrl〕 〔中〕､流昔 〔l)である｡ただし､ 〔l〕は伊良部島

の佐和田､長浜のふたっの集落にあらわれ､他の宮古諸方言にはみられない｡また､

多良間島の塩川､仲掛 こもこの成節的なそり舌の側面音 〔I〕がある｡

【表 6】

平良市西里

平良市大神

平 良市他聞

叩

神

ak

E
･

N

a

a

k

k

城辺町保良 ka叩

上野村 ka叩

下地町 karm

伊良部町長浜 ka叩

多良間村塩川 ka叩

0

0

N

蟹

a

a

a

k

k

k

E}

nT
P

O

P

a

a

a

a

a

k

k

k

k

k

道具 虫 鳥

do=y m u♀ tu㌔

tay mus tul

do=y mu! tui

da=y mug tu2:1

do;y m u宇 tu2;1

do:y mug tuZl

do:y muS iu l

do:Y m u ! tul

いずれの成師的な子音もせま母音/ i//u/が消失することによってできたもの

である｡

(a)ku･pu >f

(b)gu･bu >Y

(C)si･su- !

(d)m i･mu-叩

くe)ni･nu一〇

(∫)ri･ru- I

〔fmu〕JB､ 〔ifsa〕職､ 〔fnH 船

〔do :Y〕逝只､ 〔ayva〕池､ 〔kuy〕励 )I

〔!ta〕下､ 〔mu牢〕虫､ 〔u辱〕EJ

〔ka叩〕神､ 〔叩ni〕胸

〔k.aP〕怒､ 〔io〕犬

〔tu日 馬､ 〔p il〕にんにくの如 き r㌫｣に対姑

((aトイe)の用例は平良市西里､(I)の用例は伊良部町は浜)

奄美大島南 部 方 言 で も せま母音 〔i〕 〔u)が脱落して母背と結合せずにあらわれ

る子音がある が ､ 奄 美 大島南部万富のばあい､語中や語尾に しかあらわれず､つねに

開音帝 (C V C ) 構 造の単語 しか形成 しないのに対 して､宮古渚方言にみられる成節

- 38-



的な子音は､単語の語頭､語中､語尾のいずれの位置にも自由にくることができる｡

奄美大島南部方言のはあい､音節末の子音の独立性がよわく､閉音節 (CVC)が 1

音節なのに対 して､宮古諸方言のはあい､音節をとじる位置にあらわれる子音でもそ

の子音の独立性は相対的につよく､同じCVCでも2音節とみるべきだろう｡

奄美大島南部方言のはあい､鼻音/m//n/､流音/r/のひびき音(sonants)

だけでなく､破裂音/p//t//k/､破擦音/ C/ 〔tS〕､摩擦音/S/のよう

なさまたげ音(Obstruents)も音節をとじる位置にくることができる｡それに対 して､

宮古諸方富のばあい､成師的な子音になることができるのは､鼻音/m//n/､流

普/r/と摩擦音/S//f//v/であって､破裂音､破擦音は成師的な子音にな

ることができない｡宮古 諸方言で成節的な子音になることができる子音はいずれも継

投昔であって､非継挟音は成節的な子音になることができないのである｡

語頑 〔rTILa〕土､ 〔叩tSl)道､ 〔ffa〕子､ 〔yda〕太い

語rP 〔akarpta〕赤土､ 〔kiys〕煙

語尾 〔kaql〕神､ 〔nuzTl)蚤､ 〔tiy〕投げる､ 〔kif〕湯気

(用例はいずれも保良方言)

7J;i再話6.-Tの名詞は､格やとりたてのくっつき (助辞 (が融合 して､曲用のしかた

が特徴的だが､名詞の語末に成師的な子音がくるばあい､その名詞に格助辞 juのつ

いた形 (標準語のを格に対応する)､および､とりたて助辞 jaのついた形 (標準語

の ｢は｣のとりたての形に対応)は､語末の子音 (成師的な子音)がかさなってあら

われる｡これは宮古諸方言に特徴的にみられる現象である｡

【表7】 はだか格

①kaql(神)

②kao (蟹)

③mu! (虫)

④ to:育(豆腐)

⑤kuy (昆布)

(釘TPS u (味噌)

⑦mami(豆)

⑧fsa (革)

格助辞 -ju

ka叩mu

kaDnu

mugSu

to二ffu

kuyvu

EPSu :

mamJu=

fso:
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とりたて助辞 -ja

ka叩.ma

kaDna

muSSa

to=fia

kuyva

TTlS0:

mamJa=

fsa:



⑨ fgZl(釘) fgalZu fg芝1Z a

⑳ ikSl (息) ikSISu ikSISa

⑪mazl(栄) ma㌔zu maZIZa

うえにあげた成師的な子音は､単独で 1モーラの音節を形成するものであるが､宮

古詩方言には､子音それのみで2モーラにかぞえられ､単独で単語になることのでき

る ｢なが子音｣がある｡このなが子音も鼻音､摩擦音であって､いずれも継統音であ

る｡

〔fこ〕櫛 (大神島方言)

〔Yこ〕売る (平良方言など)

〔?=〕巣 (大神島方言)

〔TTl=〕甘者 (平良方言など)

〔中;〕うん 〔応答〕 (平良方言など

このなが子音は､つぎのようにみじか子音と対立するものである｡

〔;

S

▼▲

u 白

su 腿は

(用例はいずれも大神払方托)

この成節的な子音のなかには､べつの子音と結合 しながら､打節主冊的な(･打とな

ることのできるものがある｡

① 〔JTltta〕迫は､ 〔-ttsa〕鯨 (いずれも城辺町保良方は)

② 〔k∫:〕作る (大神方言)

③ 〔b巨 bl:gassa〕くわずいも (伊良部方止)

①の 〔JTltta)は 〔7Tlt) 〔ta〕のふたつの音節にくざることができ る O苅 1

昔時目では唇をとじた状態 〔叩〕からそのまま舌先の閉鎖 〔日 へと移行す る か､そ

の 〔TP〕が標準語の r言った｣ 〔itta〕の第 1音好日の母昔 〔i〕とおなしよう

に､音節主音として凍能しているのである. 〔fttsa)も 日 日 〔LsaJのふた
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つの音節に区切られる｡第 1昔節目では 〔f〕における唇歯の摩擦の調音からそのま

ま舌先での閉鎖に移行して音節がとじられる｡そして､舌先の破擦音から母音 〔a)

で開放されるのである｡

また､大神島方言の 〔kf=〕(作る)は､語頑の子音 〔k〕の調音 (軟口蓋での

閉鎖)に際して､摩擦音 〔日 のための下唇の裏側と上の歯とのかるい接触が同時に

用意されていて､軟口蓋での破裂に際して流出した呼気で唇歯の摩擦音 〔日 が生成

されるのである｡この 〔f:)は､2モーラのながさをもつ､なが子音で､なが母音

フォネームとおなじように､音節主音として機能していて､音節主音的な子音(sylla

bicconsonant)とよぶべきものである｡

③の 〔bl=bl=gassa〕は､ 〔bl:〕 〔bl=〕 〔gas〕 〔sa〕の

よっつの音師に区切られ､最初の音節 〔blニ〕の発音の 〔b〕の調音に際して､両

唇の閉釣と同時に舌先がすこしそりかえった状態で硬口蓋に接触していて､両唇での

破裂のときに流出した呼気でそり舌の側面昔 〔l:〕が生成される｡この 日 :〕も

2モーラのなが子音で､なか母音フォネームとおなじように､音節主音として機能し

ている｡

古兜附 /l/ 〔㌔〕～ 〔Sl〕も､調音のしかたは､摩擦音 〔S〕 〔Z〕とおなじ

であって､兜質的には子音 〔専〕 〔写〕が母音の役割をはたしているともみることが

できるものである｡そのとき棚 昔 〔s〕 〔写〕が音節主音的に機能しているとみな

寸こともBJ能だろう.そのことは 【表8】にみる名詞の曲用のしかたにもあらわれて

いる｡ 【蓑7】の⑨ 〔fgZl〕､⑩ 〔ikSl〕､⑫ 〔maZTl)をそれぞれ 〔fg写〕

〔iks〕 〔ma等)とみると､成師的な子音 〔s〕 〔写〕とおなじ曲用をするとか

んがえることができるのである｡

【表8】はだか格

ma等 (栄)

fg等 (釘)

kab等 (紘)

ik!(息)

na!pS(茄子)

格助辞 -ju

maSZu

fgszu

kabszu

ikssu

naSPSSu

とりたて助辞 -ja

maSZa

igsza

kabsza

ikssa

naspSSa

いずれにせよ､舌先母音/1/ 〔乙l〕 Pl)は､摩擦音/S//Z/の調音と基本

的にはおなじであり､成師的な子音としてふるまうが､他の子音フォネームと結合し
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て昔紡主音的な子音になり､母音としてふるまう｡母音としての性格と子音としての

性格をあわせもつものである｡舌先母音/I/の子音的な特徴は宮古諸方言のなかで

も差があるが､全体として摩擦音がよわくなり､子音的な性格がうすまって､母音的

な性格がっよまっていく傾向があるようである｡

荏)成師的な子音 〔f] 〔!〕をみとめず､ 〔fu〕 〔sl〕のように無声化した

母音をおぎない､音韻論的には/fu//sl/とするかんがえがある｡たとえ

ば､ 〔fsa〕 (草)を 〔flJSa〕と解釈するものである.しかし､語頭の

〔日 から 〔sa〕に移行するとき､宮古諸方言の奥舌せま母音特有の唇のまる

めはまったく観察されず､母音 〔u〕をみとめることはできない｡そして､ 語 末

に母音 〔u)がくる名詞の曲用と､語末に成節的な子音がくる名詞の曲用のちが

いを説明することもできない｡

〔taku〕蛸 〔tako;〕 輪は

〔to=f]豆腐 〔toニffa〕豆腐は

〔kuy〕 昆布 〔kuyva〕 昆布は

3.3.宮 古 諸方言の下位区分

宮古猪方雷の下位区分についての定説はまだないといってよいだろう｡いくつかの

試みがあるが､まだ､定説にはなりえて いない｡多良聞島h i了の他朋づけについては

すでにのべたように､八認山諸方言の下位方言 とみなすべ きであるo大神砧と触IWLb

の方宮がやや孤立的である｡また､伊良部曲の方円 も宮 古払 (ここでは以下 l宮肯木

島｣とよぶ)とことなる特徴を有していて､独立した F比方法とみなすべきであろうO

来間島の方言は､これまでの調杢報告などから､隣接するド地町の方葺とのおおさな

ちがいをみいだせないので､とくに､.独立した下せ血方言とみなすほどではないとおも

われる｡

問題は､宮古本島の方言を､さらに下位区分するかどうかであろう0F地ulのDLIT

が語餐論的に､また形容詞の活用などに独特のものがみられ､その他の方言から拡分

できそうだし､狩侯､島尻などの北の方の方言もやや特徴的な現象がみられるOニ並

母音の融合､標準語の ｢キ｣ ｢ギ｣に対応する昔時の破擦音化の有紙などによって､
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平良を中心にする中央方言と周辺方言とに区分することも可能だが､その明確な境界

線をひくことはできない｡

【表9】.

伊良部町長浜

率良市池間島

平良市大神島

平良市狩俣

平良市島尻

平良市西里

城辺町新城

娩辺町保良

娩辺町友利

tRf村新唱

上野村営同

上野村野原

下地町与那 将

下地町鉱車苅

下地附史ll.un

竿

Sau

Sau

らau

S0 :

Sau

S0:

SaU

Sau

SaU

Sau

Sau

SO こ

S0 :

S0 :

勺∩:

麹 米

kaud21 maZl

kaudヱ1 mal

kaukl mat

ko :dzl maz九

kaudzl maZl

ko :dzl maZl

kaudzl maZl

kaudヱl mazュ

kaud21 ma2il

kaudZl ma2;1

kaudzl ma名1

ko =dヱ1 ma2:1

ko :d乞1 ma21

ko :dZ1 ma2:1

ko:dT,1 map;I

前

maI

mal

ma1

ma1

m a1

ma1

m a1

ma1

ma1

ma1

m a1

ma1

m a1

ma1

ma1

二重母音/ao//au/が融合しないのは､北の方の池間島､大神島､伊良部島

長浜､平良市島尻､そして南の方の城辺町保良､新城､友利､上野村新里､宮国など

である｡二重母音/ai//ae/は､宮古全域で融合していない｡

また､つ首の 【表10】にしめしているように､標準語の/ki//gi/に対応す

る平良方言などの/kSl//gZl/が城辺町保良方言などで/c1/ 〔tsl〕､/z

I/ 〔dzl)に変化している.これは phonematicな条件による破擦音化の現象であ

ろう.標準語の/ki//gi/に対応する沖粗本島諸方言の音節が同じく破擦音化

して/ci/ 〔tSi〕､/zi/ 〔由i〕になっているのとおなじ現象である｡この

破線酎ヒの現象も､北の伊良部島長浜､池間島､南の城辺町保良などの方言にみられ

る｡弱変化動詞の否定の形が､./ukio/となるか､/uku中/になるかという

分布も､ニ重母音の融合や破擦音化などといくらかかさなるものの､明確な境界線を

ひけるほどかさなっているわけではない｡
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亡妻10】

伊良部町長浜

平良市池間島

平良市大神島

平良市狩俣

平良市島尻

平良市西里

城辺町新城

城辺町保良

城辺町友利

上野村新里

上野村宮国

上野村野原

下地町与那瀬

下地町嘉手苅

下地町来間島

肝

tslmu

tslmu

klmu

kSlmu

kSlmu

kSlmu

kSlmu

tslmu

kSlmu

kSlmu

kSlmu

kSlmu

kSlmu

kSlmu

tslmu

釘 起きない

fd21 ukiJ?

fdzl ukip

fkl ukip

fg㌔ ukio

fgZl ukiP

fg㌔ ukio

fgZil uku o

fdzl ukuq

fgZl ukup

fgZl ukuo

fgal ukuo

fgZl ukiD

fgZl uku rL

fg2:1 ukuTL

fdzl ukup

沖純言語研究センターが1983年におこなっ た 言 語地理学的な調査の報告が ま だ で て

いないので､現段階では宮古本島の方言の下位区分は保留しておくことにす る｡

宮古島方言については､次の奇で平良方吉の辞軌について推しく姶述するの で ､ こ

こでは他の下虻方言について紹介することにしよう｡

注)宮古本島方言の下位区分をこころみたものとしては､帆1此1963があ る｡ 崎 山

理1963では､宮古防虫の20数地点を調漉した結盟､その許軌的な帖徴 に し た

がって､宮古諸方言を､(1)宮古朗 ヒ部､(2)宮古島rP郡､(3悦古曲何例､(4渉Ltf札

(5)水納､(6)来聞､け)大神､(8地間､(9伊良部のここのつの下駄方firに区分してい

る｡崎山理1963は､いま読み返してもなお示唆的な論文であり､下位区分につい

てもおおいに参考になるものであるが､ ｢宮古島南部｣から娩辺町保良､新城を

はず し､釆間方言に分類していること､来間方言を下地町の方宮から独立させて

いることなど､いくつか換討を要すべき点もあ る｡
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注)釆間島は､宮古島の南西1.6キロメートルに浮かぶ､周囲2.8平方キロメー

トル､人口約170人の島である｡南に向かってゆるく傾斜した平らな島ではサ

トウキビを中心にした農集が営まれている｡現在は､宮古島とのあいだに来問大

橋がかけられている｡

往)中本正智1976は､/o/-/u/､/e/-/i/のせま母音化の原因を機能

飴的な観点から､すなわち､二重母音/au//ao/や/ae//ai/が融

合することによって､/o:/がおしやられて､/u=/に変化し､/e=/が

おしやられて､/i:/に変化したとかんがえるのである｡中本正智1976は､次

のように鋭明している｡

この3母音化への変化が円滑に実現される状況を政成したのは､連母音の融 合

(/au//ao/準者による補い)によって/〇二/が発生して､/o/の

周辺に音声上の類似母 音 が 増加 したことにあると考えられる｡また､これと並

行して､前舌においても､/e/の周辺に,連母音 (/ai//ae/筆者補

い)の融合によって生じた類似母音の/g:/が増加しているo

それに対して､加治工共市1977は､宮古詩方言には上記のような連母音の融合

が起こっていないにもかかわらず/o/-/u/､/e/-/i/の変化が起

こった方言があることを指摘して異論を唱え､以後支持される定説もないままで

あった｡

うえの 【表9】にしめしたように､宮古諸方言の二重母音の/ae//ai/

は､全域でまったく融合しておらず､/ao//au/も周辺地域に融合 してい

ないところがある｡二重母音が融合していないこれらの地域でも､みじか母音の

/o//e/は､せま母音化して/u//i/に変化している｡これは加治工真

市1977の指摘したとおりである｡

音鶴変化の要因について考察するとき､機能論的な観点に目をむけることも重

要ではあろうが､音声が音声器官の運動､すなわち､諸筋肉のダイナミックな運

動と音声器官をながれる空気のながれによって生成されるものである以上､音韻

変化の要因もそれらの相互作用を第一義に考慮しなければならないだろう｡
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3.4.大 神 島方言

大神島は､宮古島の北部､島尻漁港から4キロメー トルにうかぶ0.27平方キロ

メー トルのちいさな島である｡柘高74メー トルの円錐形の島で､平地がすくない.

人口100人足らずのこの島の民俗行事 ｢祖神祭｣は島外の人々には見ることがゆる

されておらず､神秘の島としてしられている｡

大神島方言は､フォネームとしての有声破裂音/b.d,g/を有 しない､琉球諸

方言中はもちろん､日本語諸方言のなかでも唯一の方言であるoこの方言で謝昔点を

おなじくする有声子音と無声子音の対立をもつのは､唇歯の摩擦音の/ど/と/v/

だけであるo大神島方言のばあいも､/f/は/ku//pu/が変化 したもので､

/v/は､/gu//bu/が変化 したものである｡このことから､破裂音において

はじめから有声音が存在しなかったのではなく､なんらかの原因で有声破裂音が無声

破裂音に変化 したことがわかる｡

① 〔pana〕花､ 〔puni〕骨､ 〔upukarp〕大 きい

② 〔pasa〕芭茄 (植物名)､ 〔nap i〕鍋

③ 〔tapao〕茶晩､ 〔putu〕夫､ 〔pupa〕伯母

①は標準語の-行子音の/h/に､②はバ行子音の/b/に､③はワ行子音の/W/

のそれぞれに対応 して大神由方言の/p/があらわれる語例であるが､これでみると､

/W/-/b/という変化が先行し､そののちに/b/-/p/という変化が也きて

いることがわかる｡つぎの語例は､本来の/ t//g/ (④⑥)に､機軸 .fL;のダ行T-

音/d//g/が変化 してできた/ t//k/ (GXD)のV語例てあるO

④ 〔tura〕寅､ 〔utu〕昔､ ｢ti:〕･TL､ 〔sata〕砂机

⑤ 〔tuku〕唾､ 〔nutu〕喉､ 〔uti〕腕､ 〔juLa〕彼

⑥ (kSlka〕柄､ (saki〕酒､ 〔takaJ鹿､ 〔muku〕 姉

⑦ (mukl〕変､ 〔kak日 影､ 〔kakarp〕釣

それでは､大神島方言の有声破裂音の触声子音化はいかにしてひきおこされたので

あろうか｡波風間島方言の 〔p●卑甘a〕花､ 〔p̀ 争叩a〕浜などにみられる鼻音や純

音の無声子音化のように､つよい呼気による変化だとみることもできる｡しかし､そ
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れだと､先行する子音が無声子音で､母音が無声化したはあいに限定され､無声子音

化するのは破裂音にかぎらず､鼻音､流昔などのすべての有声子音においても同様に

おこらなければならない｡

一方､大神島方言で無声子音化するのは､有声破裂音に限定され､語頭､語中､い

ずれの位配でも､そして､後綻する､あるいは､先行する母音の無声化とは関係なく

触声子音化がおきている｡ それらのことからみて､この有声破裂音の無声子音化の現

象は､つぎのようにおこったのではないだろう｡有声破裂音のはあい､調音点 (/b/

なら両唇､/d/なら舌先と硬口蓋､/g/なら奥舌と軟口蓋)での破裂 (あるいは

開放)にさきだって､あるいは同時に､口むろの呼気圧よりも声帯によってとじられ

た声門下の圧力がたかく､その気圧の差によって声帯が振動するのであるが､肺から

おくられる呼気がよわくなれば､声帯の振動がおくれて半有声の破裂音 〔q〕 〔白〕

となり､さらに呼気がよわくなれば､無声音になってしまうのである0 (この有声の

破裂音が半有声音化する傾向は､他の宮古詩方言においても観察することができる｡

これは､諏者の学生時代に方言学の談義で仲宗椴政善先生がすでに指摘されたことで

ある｡)

大神 島方言の呼免のよわまりはこの方言の舌先母音/1/を観察すれば､すぐに分

かることである｡すなわち､この舌先母音/I/は呼気が弱よわく､摩擦のほとんど

ないバリアント〔1)であらわれる｡

しかし､大神曲方言でも鰍声化した舌先母音にかぎって摩擦音をともなうバ リアン

トPT〕があらわれたり､舌先母音/I/や奥舌狭母音/u/に後続する子音､とく

に流音が摩擦音化する現象がみられ､大神島方言にも呼気のつよかった時期のあった

ことが容易に推測できる｡

【表11】 大神方言 侃良方言

魚 16) ZIZu

鎌 1ara ZilZara

肝 klm u tslmu

左 pltan pSldal

柄 kSlka tslka

人 psltu pSっtu

白 ssu s su

黒 ffu ffu
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平良方言

ZIZu

2;1Za∫a

kSlm u

pslda2:1

tslka

psTtu

!Su

ffu



大神島方言には､破擦音がみられないのであるが､これも呼気のよわまりにとも

なって破擦音が破裂音化したものとおもわれる｡

【表12】 大神島方言 保良方言 平良方言

門 tau dau d30=

尻尾 tu: du: d2u:

風 kati kad3i ka由i

急須 tu=ka tSu=ka tSu=ka

茶 taこ tSaニ tSa:

爪 klmi tslmi tslmi

上村1989は､破擦音の破裂音化を ｢琉球列島における｢つJ rずJ ｢づ｣に対応す

る音節にみられるこれらの昔組変化は気流のよわまりによって摩擦音がよわめられ､

なくなることによっておこったものであって､子音が破擦音から破裂普-と変化 した

のであり､その逆で はない｣ と説明している｡ 城 辺 町 侃 良 の方言も､他の宮古本島の

話方言にくらべると､わずかだが､呼気のよわい方 言 で ､語末の/1/がなくなるこ

とがある｡魚良方言でも､有声の破蛤音にかぎって､破裂音化がおきているが､大神

島方言の破裂音化は､有声､無声にかぎらず破瀬音化がおきている｡大神島方言の破

線昔の破裂音化も呼気のよわまりが原因であることはうたがいない｡

以上のように､大神島万富に特徴的にみられる普蛾変化のおおくが呼現のよわより

によって生 じていることがわかる｡

3.5.池間島方 言

池間島は､宮古島の北 l.4キロ･メー トルに岨配する､甜 2.8平方キロメー ト

ルの馬蹄形の島である｡池間島方言は､この曲の弛rt臥 前里の2娘蕗だけでなく､こ

の島から移住 した人々によってつくられた伊良部曲の前盟添､他聞添 (ふたつの娘店

をあわせて佐良浜ともよんでいる)､宮古島の北部､平良市西原ではなされている方

言も池間島方言に属する｡

標準語のハ行子音/h/に対応する他聞曲方言の予告は､/h/であり､他の宮古

諸方言が/p/であるのと､おおきくことなる｡これは他の宮古諮方言には見られな
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い池間島方言の特鞍である｡

【表13】

平良市他聞

平良市西里

城辺町保良

平良市大神

伊良部町長浜

花 針

hana hjai

pana pi之1

pa∩a pJal.

Pana PC1

pana pal

骨 髭

huni higi

puni pSlgi

puni pSlgi

puni plgi

puni pSlgi

ただし､池間島方言でも､かつては 〔pana〕 〔puni〕のように発音 してい

たことはあさらかであるが､/p/-/h/の変化の途中に中間的な/f/あるいは

/¢/の段階をもたなかったようにおもわれる｡

池間島方言でも/u/と結合した/k//p/は唇歯の摩擦音/f/に変化 してお

り､輿舌せま母音/u/もつよい呼気による影響をうけていたことがうかがえるし､

後椀の流管を脚線昔に変化させているO

(fkuru 〕 袋､ 〔fni〕舟､ 〔lfan〕降らない､ 〔ftsl〕口

〔r:ra k a i〕暗い､ 〔ffu〕黒､ 〔ma∫fa〕枕

池間島方言には､破擦音/C/ 〔ts〕､/Z/ 〔dz〕や摩擦音/S/と結合するば

あいをのぞくと､舌先母音/1/は前舌せま母音/i/に変化 している｡これは他の

宮古諸方言にはみられない池間島方言の特徴である｡この舌先母音の前舌母音化と､

先にのべたh音化とは､ほぼ同時におきたものと思われる｡ (ただし与那国島方言で

は完全に/i/に移行しているし､八重山方言のいくつかの下位方言にもみられる現

象である｡)

ー軌

人

鳥

能

唖

肝

池間島 平良市西里 城辺町保良

hitu pSュtu pSTtu

tui tul tul

ibi ibZl ib2:1

1ニSa 2;I:sa Zl ;∫a

tslmu kSlmu tSlmu
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月

釘

噛

鎌

父

乳

白

tsltSl

fdZq

dzl =

之lZara

･hza

SSaN

!Su

tslkSTl tSltSl

千gZl fdzl

tsl ; tsl ニ

ZIZara ZIZara

2:1Za ZIZa

!SarP !Sa叩

SSU !Su

また､池間島方言は､他の宮古藷方言にみられる成師的な子音 〔rp〕と 〔p〕の対

立がなくなっていて､はねる音 (掛音)/Ⅳ/に統一しているようである｡

【表15】 神

平良市他聞 kaN

平良市西里 ka叩

城辺町保良 karp

平 良市大神 ka叩.

伊良部町長浜 kaTTl

N

O

n
･

n
･

nY

蟹

a

a

a

a

a

k

k

k

k

k

土

a

a

a

a

a

t

一L
t

t

▲L

n

叩
叩

叩

叩

また､成帝的な子音/v/ち/u/に変化している｡

〔kius)煙 〔pau〕蛇 〔tiTPPaLJ)舵

一方で､他聞島方言には他の宮古 箔 方古にはみ られない､二つの特殊な了も!叫且象が

みられる｡ひとつは無声化した鼻 音 / TrL/ /D/で､いまひとつは棚 符化したTlI7

〔kつ 〔t■〕である｡

〔叩m u〕雷､ 〔Dna〕つな､ 〔pnu〕つの

〔kk'unutsl)九っ､ (lk'utsqgiT〕栢米

〔lt-umuti〕朝､ 〔lt'i:〕煙管

無声化した鼻音は､つぎのように変化したとかんがえられる｡
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●kumo一十'fmu-●fTPu- 叩 m u､

'tsuna- 't slnap-'tsl甘a-Dna

まず､語頭のつよい呼気によって第 2音節目の鼻音が無声化 し､つぎに逆行同化現

象によって語政の子音が鼻音化 した結果ではないかとおもわれる｡もしそうだとする

ならば､他聞曲方言にもつよい呼気をともなって発音される時代がかってあったこと

になる｡

また､喉頗昔化した子音 〔k'〕 〔t')は､つぎのように生成されたとかんがえられ

る｡

ykokonotsu-klJk'unutsl- lk'unutsl

まず､語頚の音節の母音が如声音化し､語頭で呼気が浪費される.それに対抗 して､

苅2許呼円の触芦の破裂音の調音に際して､喉頭での制御､すなわち､緊張とそれに

ともなう閉机がおこなわれる｡すなわち､第 2昔昨日の無声の破裂音が喉頭音化 して

呼丸の独竹をふせぐのである｡こうすることによって､呼気を語末まで保存すること

がでさるようになる｡佃声化 した語敦の音節は､奄美沖組方言群によくみられるよう

に､よわまって脱宿したとかんがえられる｡

ヒ紀の仰氏にみられる喉和洋化した子音をフォネーム/k'//t'/ととらえるか､

促音のあとの単なる音声的なもので､弁別的でないととらえるかということなる見解

がある｡第1昔師日の母音の撫声化によって第 2音節目の子音が喉頭音化する現象は

奄美方言や沖縄本島北部方言では頻繁にみられるが､それとおなじ現象が池間島方言

にもみられるのであり､第 1音節目が脱落していく過程が⊥部の単語において進行し

ているのであろう｡ これとおなじ現象は､与那国方言や呼気のあまりっよくないノ℃室

山譜方言にもみられる｡与那国島方言は､宮古八重山諸方言のなかで第 1音節の脱落

がもっともすすみ､喉頭音化した子音を発達させた方言といえるだろう｡

(注)第 1音節目が完全に脱落し､喉頭音化した子音がフォネームとして成立した

とかんがえるのは平山輝男1983であり､第 1音節目は､まだ完全には脱落せず､

促音として残存していて､喉頭音化した子音は促音にともなう弁別的でない単な

る音声現象とみなすのは名義真三成1984である｡
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3.6.伊良部 島方言

伊良部島は､宮古島の北西8キロメー トルにあって､面横は29平方キロメートル

で､宮古諸島のなかでは宮古島についでおおさな島である｡伊良部島の西隣にはせま

い水路をはさんで下地島がならんでいる｡この下地島に面した､いっつの集落､北か

ら佐和田､長浜､国仲､伊良部､仲地があり､このいっつの集落の方言が伊良部島方

言である｡島の東側には､佐良浜とよばれる集落があるが､この集落は､池間島から

移住 してきた人々によってつくられていて､この佐良浜では池間島方言がはなされて

いる｡また､下地島はジェットパイロット訓練飛行場があって､住民のほとんどは空

港に駐在する職員とその家族である｡

伊良部島の伊良部､仲地､国仲のみっつの集落には､/axa/赤,/ taxa/

高い､などの単語にみられる､無声の奥舌軟口蓋の摩擦音 〔Ⅹ〕 (棟単語の/k/に

対応する)と､/ka?an/鏡､/a?al/東､などの単語にみられる､喉頭破

裂音/?/ (榛準語の/g/に対応)がある｡これはつよい呼気によって秋口盃と奥

舌での閉鎖がおしひらかれ､摩瀬音化した結果､生じたものと思われる｡いずれも前

後にひろ母音/a/があるばあいに限定されていて､ phonemalicな条件も誼費であ

る｡ 軟口蓋破裂音/ど/の喉頭破裂音/?/-の変化は､その変化の途中に有声の輿

舌軟口蓋の摩擦音 〔Y)を経たものと思われる｡

'aka-axa(赤)･

'kagami一 事kayam-ka?an(疏)

この現象は､おなじ伊良部島の佐和田､長坂の方言にはみられない もの で あ る｡ こ

のふたっの集落の方言は､伊良部､仲地､国仲の方言と比較 したとき､ 榔 射 的 に 呼 JA

がよわいOこれらの方言の 〔p〕ほ 〔0〕にききまちがえられるような 破 裂 の よ わ い

Lenisの破裂音である｡また､これらの方言にはそり舌の側面昔 日 ) が あ る こ とが

呼気のよわさを凄づけている｡このそり舌の榔面博擦昔 日 〕は ●ri､あ る い は ､

'ruに対応 してあらわれる成師的な子音である｡伊良部､仲地の両方Ilrでこれに対

応するのは舌先母音 〔Zl〕である.

【表1･6】 鳥 針 蒜 (ニンニク)

佐和田方言 tul paI piI
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伊良部方言 tu2:I pa2;I pill

平良方言 tu2:1 pa2'l p iZl

注) -aka一一axaとおなじ変化が宮古島北部の狩保､大浦､島尻でもみられ

ることが､崎山理1963で報告されている｡そこにほっぎのような語例があがって

いる｡

LiiU
7t仙■-

裁

血

中

頚

ー 大浦 島尻 狩俣

Xa:tsl axatsl xa=tsl

●▲
lT

a

=

∩

a

∩aXa ∩a:

aYal. aYal

牲)奄英方言でも似たような変化 (〔k〕- 〔h〕- 〔'〕)がみられるが､おそ

らく､奄共方言における秋口東破裂音/k/の摩擦音化とその消失は､つよい呼

軌 こよる ｢おしひらき｣ではなく､呼気の ｢よわまり｣に呼応 した奥舌と軟口蓋

の 閉 鎖の ｢ゆるみ｣が原因ではないかと思われる｡

3.7.多良 間方 言の位 置

多良間島と水納鳥は､宮古島からは約 60血､石垣島からは約 40血で､宮古島と

石垣島の中間よりやや石垣島寄りにあるが､行政的には宮古郡に属 している｡多良間

島は､面墳19.7平方キロメー トル､人口約 1500人の島で､水納島は､面積 2

平方キロメー トル､2世帯 10人弱の小さな島である｡水納島から宮古島の高野集落

に多くの人々が移住した｡

多良間島の方言は､これまでおおくの研究者によって宮古諸方言の下位方言として

位置づけられてきた｡しかし､以下にのべるような､形容詞の語形変化のしかた､名

詞 の曲用のしかたなどにおいて､宮古諸方言よりも八重山諸方言との共通の特徴を多

くもっている｡多良間島方言が宮古諸方言と共通にもつ特徴のうち多 くのものが宮古

八重山方言群全体に共通するものである｡よりふるい特徴､すなわち､系統的な関係

を重視するならば､多良間島方言は八重山諸方言の下位方言として位置づけられるべ

きであろう｡
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宮古詩方言の形容詞は連用形 ｢高く｣に ｢有り｣ が融合してできているのに対して､

八重山請方言､与那国方言の形容詞は ｢高さ｣に ｢有り｣が融合してできていて､沖

縄方言と同じである｡与那国方言の形容詞は複雑に変化していて､わかりにくくなっ

ているが､八重山諸方言と同様に ｢高さ+有り｣であろう｡

【表18】

平良市西里

平良市池間

城辺町保良

多良間村塩川

石垣市石垣

竹富町小浜

竹富町黒鳥

竹富町波照間

与那国町祖納

強い

tsu:kal

tSu=kai

tsu=kal

tsu=Ja=I

tsu=sa=N

tsu=ha:N

Su;SaN

su:sa:haN

SuSaN

高い

takakal

takakai

takakal

takaJa=I

takasa:N

takaha=N

takahaN

takahaN

t̀agaN

甘い

amakal

adzlmakai

adzlmakal

amaJaニl

amaSa:N

ma:haニN

amahaN

amaha二.N

ama〟

宮古詩方言において､名詞に接続する格助辞 -juと､とりたて助辞 -jaは､名

詞の末尾のフォネームのちがいに応じてちがった融合のしかたをする｡なが母音に接

絞するときには､本来の形 -ju､ -jaがあらわれるが､みじか母音/i/に接鋭

するときには､末尾の音節と敵合し､ロ盃昔化した音節 (秘音節)が あ らわれる｡ま

た､みじか母音/a/に格助辞 -juが接統するときは､なが母普/oニ/になり､

とりたて助辞 -jaが接椀するときは､なが母音/a:/になる｡a･先杜氏/1/に

接碗するときには/j/が摩擦音 (Z〕 〔S〕に変化する｡

【表19】; はだか格

目 mlニ

豆 maml

花 pana

婿 muku

鳥 tu l

先 S.akl

釘 fgl

格助辞 -ju

mi:Ju

mamju =

pa∩O=

muku=

tul Zu

saklSu

fgl zu
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とりたて助辞 ja

miニJa

maJuaニ

pana:

muko･:

tul Za

saklSa

fglza (用例は平良市西盟)



それに対して､多良間島方言においては､舌先母音/I/と融合して石垣方言のよ

うに前舌半せま母音/e:/があらわれる｡

多良間村塩川 sakl (先) sake:(先は)

石垣市石垣 sakl (先) sakeT(先は)

竹箇町政牌間 sakl (先) saka･ニ(先は)

また､l揃舌せま位音/ i/が末尾にくる名詞のはあいも､前舌半せま母音/e=/

があらわれ､に)舌骨化した7一昔フォネームとなが母音/ar/があらわれる宮古諸方

'rTとはことなり､多良間島方言は̂ 重山諸方言とおなじである.

･f7･良｢†仰 望

多良rtri]村塩川

石Jf/rLT石垣

平良巾仰tl

多血L'J村胤II

IJ'Jl訓J'fiJli

mami(豆) mamja: (豆は)

mami(豆) mame: (豆は)

mami(豆) mame: (豆は)

sakュ(柄) sakja: (酒は)

saki(宿) sakeこ (酒は)

saki(柄) sake: (酒は)

注)宮古諸方言､八重山諸方言ともに形容詞には､存在をあらわす動詞 ｢有り｣に

相当する形が融合しているが､宮古諸方言の形容詞がいわゆる ｢連用形｣に相当

する形 (〔-1〕 トi〕)でおわっているのに対して､八重山諸方言は [-N〕

でおわっていて､多良間方言はその点で宮古諸方言のようにもみられるが､宮古

緒方言のばあい､ある種のモーダルな意味 (話 し手のつよいい意志をあらわすな

ど)を表現するときには､ 〔takaka叩〕 〔amakarn〕のように､語末

に 〔-叩〕があらわれる｡この語末にあらわれる 〔一叩〕の起源についてはまだ不

明な点があるが､いずれにせよ､八竜山諸方言の語末の トⅣ〕に通ずるもので

あることはまちがいない｡
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